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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提出⽇ ： 2022 年 4 ⽉ 14 ⽇ 
● 事業名 ： ⼦育て・⼦どもの孤⽴をオール松⼾で予防す る「まつどでつながるプロジェクト」 
● 資⾦分配団体 ： NPO 法⼈ ETIC. 
● 実⾏団体 ： NPO 法⼈ MamaCan（コンソーシアム：まつどでつながるプロジェクト運営協議会）   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☑有 ☐無 
 
1 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 
①円卓会議…多様なステークホ
ルダーが集まる円卓会議の開催 

回数／延べ参加者数
／参加者の属性 

年 3 回／延べ 160 名／⾏政（⼦ど
も⼦育てに関わる部署、その他の
⽀援に関わる部署）、教育委員
会、⺠間⽀援団体、当事者、企
業、地縁組織 

2023 年 3
⽉ 

年 3 回実施／延べ 84 名
／⾏政（⼦ども⼦育て
に関わる部署、その他
の ⽀ 援 に 関 わ る 部
署）、教育委員会、⺠
間⽀援団体、当事者、
企業、地縁組織 

2 

②つながるリンク／LINE…情報
を集約した WEB サイトの運営 

ペ ー ジ ビ ュ ー 数 ／
LINE 相談件数 

ページビュー5000（⽉平均）／
LINE 相談 150 件（1 年あたり） 

2023 年 3
⽉ 

ページビュー数 3546
（⽉平均）／LINE 相
談数 77 件（年） 

2 

③広報…プロジェクトを周知す
るシール付きフライヤー、ステ
ッカーの配布 

フライヤー配布数／
ステッカー配布数 

シール付きフライヤー15000 枚
（1 年あたり）、ステッカー500
枚（1 年あたり）／250 か所 

2023 年 3
⽉ 

ステッカーをメッセー
ジカードに変更して商
店 な ど で 配 布 …3000
部 
その後ポチ袋に変更し

2 
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て 配 布 …55 箇 所 ／
3000 部（延べ） 

④つながるファミリーカレッジ
…家族設計ワークショップ実施 

ワークショップ開催
数／延べ参加者数／
実施の⽅法 

12 回（1 年あたり）／150 名／開
催の半分は⾏政との協働で実施し
ている 

2023 年 3
⽉ 

・4 回（1 年あたり）
／95 名（延べ）／⾏政
との協働で実施した回
数２回 

2 

⑤ウェルカムベビープロジェク
ト…出産お祝いプレゼントの配
布 
 

関係する組織の数／
運営に携わるメンバ
ー の ⼈ 数 ／ 配 布 数
（年間） 

20 組織（1 年あたり）／10 名／
200個 

2023 年 3
⽉ 

関わった組織…団体５
団体、企業 4 社／協⼒
してもらった⼈…250
⼈（配布、イベント実
施、プレゼントに同封
するメッセージ作成の
協 ⼒ 等 ） ／ 配 布 数
…209件 

2 

⑥伴⾛⽀援…個別の⼦育てに寄
り添う伴⾛型⽀援の実施 

伴⾛⽀援に携わる⼈
数／⽀援を⾏う⼈数
（年間）／⽀援内容
の評価 

10 名／30 件／ルーブリックを設
定しより良い状態になった件数が
8割以上 

2023 年 3
⽉ 

10 ⼈／5 件／ーー 
（※伴⾛⽀援事業につ
いては 2021 年度 9 ⽉
より松⼾市からの委託
事業で実施することに
な り 、上記はそ の 数
値。また評価⽅法につ
いてはアセスメントの
⼿法を検討中） 

2 

⑦オンラインパーク…オンライ
ンを通じた⼦どもたちの居場所
づくり 

開催数 ⽇中の開催回数…週２回／放課後
の開催回数…週２回 

2022 年 3
⽉ 

⽇中の開催回数…週２
回／放課後の開催回数
…週２回 
※延べ参加者数…533
名（年） 

2 
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⑧キッチンカー…移動広場の開
催 

開催数／延べ参加者
数／個別訪問数 

移動広場の開催回数…80 回、親
⼦平均 5 組（400 組）、⼦ども
（400 ⼈）／個別訪問の⼈数…⽉
平均 10世帯（200世帯） 

2022 年 3
⽉ 

開催回数…36 回／松⼾
市内 6 か所（イベント
除く） 
参加総⼈数…1620 ⼈ 

2 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  状況をプルダウンより選択してください▼←2 計画どおり進んでいる 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 

 ☑変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
●つながるリンク／LINE 
 以前のサイトにおいて、知りたい情報が⾒つけづらいという声から⼦どもの年齢別に情報を検索できる仕組みへとリニューアルした。
また新規で訪問されることの多い各事業で⾏われるイベントを掲載したページの中で、そのイベントの対象となる⼦どもの年齢に合わせ
た相談先ページに⾶ばすリンクを掲載したり、つながる LINE の配信でコンテンツをピックアップしてページの紹介をしたことによって情
報につながるきっかけを作っている。（上記については googleアナリティクスの解析を使って訪問者の動きを分析している） 
 LINE 相談においては、特に乳幼児期の⺟親からの相談が多く、育児やパートナー、⾃⾝の体調に不安を感じたときにつながることがで
きる安⼼感は、利⽤者の声からも感じることができた。また、研修会などを通じて幅広い地域のサポートや専⾨の相談先などの情報を収
集しておくことで、相談者の困りごとや悩みに寄り添うことができた。 
 
●⼦育て・⼦どもの孤⽴を予防するための地域円卓会議 
 計画していた通り、年３回の開催をすることができた。特にケースワークに関わっている⾏政担当者が現場から⾒える課題をゲストと
して話していただいた会には多く参加者が集まった。⼀⽅で新型コロナウィルス感染拡⼤の影響が⼤きく、オンラインと会場の併⽤開催
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となったことで参加者同⼠の対話の時間を多く割くことができなかったことが課題に残った。 
松⼾市で公募している「協働事業提案制度」に応募・採択され、2022 年度より正式に協働事業として⼦ども政策課と実施することを予
定している。 
 
●つながるファミリーカレッジ 
 本年度はファミリーカレッジテキストの改訂も⾏った。⼦どもの年齢別に区切っていた初版のものから、⼦どもの年齢に関わらず⾃分
事として考えられるように、⾃分⾃⾝・⼦どもと２つのカテゴリーで年齢別に分けるページ割とした。 
 ワークショップでは松⼾市⽣涯学習推進課と共催し⼩学校⼊学準備講座を実施した。リアルとオンライン同時開催の形式で講座と先輩
パパママとのパネルディスカッションを実施。共催先からは講座の需要・参加者の意欲があることも分かり、満⾜度の⾼い講座であった
との感想をいただくことができた。来年度からも⽣涯学習推進課が単独で⾏っていた⼊学準備講座に、つながるファミリーカレッジを追
加し先輩パパママとの交流やつながり先を多く持つ視点をお伝えできる講座を共催で開催する予定となっている。 
 
●ウェルカムベビープロジェクト 
 松⼾市在住で 2021 年 1 ⽉〜2022 年 3 ⽉に出産した家庭を対象に先着 200 名でプレゼント募集を開始。⺟⼦⼿帳交付のタイミングや病
院、⼦育て⽀援拠点にチラシを設置したことによりたくさんの申し込みにつながった。結果的に申し込み多数につき、209 件まで申し込
みを拡⼤した。 
 プレゼントの中⾝には、地域の情報や相談窓⼝のリーフレットをカテゴリーに分けてファイリングしたドキュメントファイル、地域の
⽅からの⼦育て応援メッセージつきのオリジナルコーヒー、企業からのクーポン付きカタログやおしりふきを封⼊した。 
 今年度初の試みとして、マタニティ＆0〜3 歳ファミリーを対象とした「こうのとりファミリーフェスタ」を開催し、出産したばかりの
⽅々がプレゼントを受け取ると同時に、地元企業や地域の⽅々からの街ぐるみの応援を感じてもらえる機会になった。またキッチンカー
事業に同⾏し配付することで、プレゼントのお渡しから新しいつながり先や居場所を提案することができた。申し込みの際につながる
LINE に登録していただいたことで、その後の相談につながった事例も多数みられた。 
 
●伴⾛⽀援 
 本事業については、元々個別⽀援を積極的に⾏うというよりは⽀援者によるネットワーク形成を意図していたが、コロナ禍の影響もあ
り、他の⽀援の取り組みと協業することが難しい状況が続いている。⼀⽅で、以前から連携のあった男⼥共同参画課からの委託で内閣府
の交付⾦である「⼥性のためのつながりサポート事業」を弊会で受託することができ、2021 年度の下半期から個別⽀援を⾏っている。
2022 年度についても継続して実施する予定である。 
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●オンラインパーク 
 実施から 2 年が経ち、参加者は⼤きな増加はないものの継続してつながり続けている状況にある。特に⽇中参加している様々な事情で
学校に通っていない⼦どもたちの成⻑・変化は著しく、今年 6 年⽣になった⼦について以前はパニック障害の傾向もあり対⾯で⼈と接す
ることが難しかったが、現在は⾃分が好きなことで出かけることもできるようになるなどだいぶ精神的にも安定してきている様⼦が⾒ら
れる。また別の⼦については、コロナへの感染不安から以前と変わらず外に出ることが難しく、親⼦ともに孤⽴しがちな状態にある。そ
のため感情の浮き沈みは⾒られるものの、⺟親からの悩みや困りごとを受け⽌める先としてセーフティーネットになっていると考えてい
る。 
 
●キッチンカー 
 ここ 1 年で開催場所が定着したこともあり、近隣の親⼦連れや⼩学⽣にも認知されるようになってきた。毎回訪れる⼈も増えていき、
皆さんの声を聞きながら新たに取り⼊れたり、なくしたりと理想の形が少しづつではあるが出来上がってきたように感じている。 
 六実地区では個⼈のお宅の敷地内において⾼齢者向けの体操、スマホ教室の開催時に合わせて実施しているため、近隣の年配の⽅から
⼩さい⼦どもまで幅広い交流が⽣まれている。ある場所に訪問した際「このコーヒー授乳中の⼈でも飲めますか？」と⼩学⽣の⼥の⼦か
ら声をかけられ、購⼊した翌⽇にその⼦の⺟親がＳＮＳで投稿をしてくれた事があった。このような訪れた⼈のストーリーや各ＳＮＳで
の投稿のおかげもありフォロアー数も増えてきており、地域の中での認知度が上がっている。 
  
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
 ・外部に対する⼯夫…講座の実施、相談対応、イベント開催、円卓会議の進め⽅、などにおいて、新型コロナウィルスの感染者増減の
状況に合わせて対策を講じてきた。原則として対⾯での接触を伴う場合には、参加者の⼿指消毒、および検温を⾏うよう対応した上で、
連絡先を確認し万が⼀感染者が出た場合の対策を⾏った。また感染者が増⼤傾向にある際には Zoom によるオンラインでの開催を取り⼊
れながら、感染拡⼤の予防に努めた。 
 ・内部に対する⼯夫…スタッフの勤務体制について、平時よりテレワークで作業ができる環境を作っており、家族の体調不良、また学
校の休校等などの影響で事務所に出勤できない場合にも対応できるようにしている。また⽇常的に会議にオンラインを取り⼊れることで
接触を最⼩限にとどめるよう配慮している。 
 

2 広報に関する報告 
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1. シンボルマークの使⽤状況 
☑⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☑広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

2. 広報 
1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 

● 2021 年 11 ⽉ 19⽇ 地域新聞 ウェルカムベビープロジェクト 
● 2021 年 11 ⽉ 26 ⽇ 読売新聞 おむつ⾃販機 
● 2021 年 12 ⽉ 10 ⽇ 毎⽇新聞 ウェルカムベビープロジェクト 
● 第 16 回マニュフェスト⼤賞：2021 年 11 ⽉ 優秀躍進賞 受賞 
http://www.local-manifesto.jp/manifestoaward/docs/2021100400017/ 

 
2.広報制作物等 

● メッセージカード 2021 年 6 ⽉ 3000 部発⾏ https://m-tsunagaru.com/messag-card/ 
● ポチ袋 2022 年 3 ⽉ 3000 部発⾏ 

 
3.報告書等 

● 2021 年度野の花サポートレポート（松⼾市男⼥共同参画課からの委託で実施した個別⽀援事業） 
https://drive.google.com/file/d/1z0qCvCzvvGhoS7z9GzkpVNO11ExdZnu_/view?usp=sharing 

 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

● 2021 年 12 ⽉ 5 ⽇ つながるフェスタ  
https://m-tsunagaru.com/info/9092/ 

● 2022 年 3 ⽉ 24 ⽇ 調査報告会：松⼾市の⼦育てにおける孤独感・実態調査から⾒えること  
https://m-tsunagaru.com/info/14178/ 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
■完了  ☐整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
■全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
■はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 
■はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

■はい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：■内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
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■はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
■はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
■はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
■内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1 枚２MG以下、3〜4 枚程度） 
下記にて保存 
https://drive.google.com/drive/folders/10RxkzDoZv-IhP7cbqEX6wGuLz-x2ry2t?usp=sharing 
 


